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薬 検 花 子 Ｂ－１
（解答一例）

（１）経口投与された薬は胃で溶けたのち、主として小腸の粘膜

から吸収され、門脈を通って肝臓に向かう。その後、薬の一部が、

主として肝臓で無毒化されたり、排泄されやすい形に化学構造が

変えられる。これを代謝というが、代謝に関しては後述する。

（２）肝臓での代謝を免れた薬（あるいは代謝によって薬理活性

を発揮するように製剤化されたプロドラッグなど）は、血流に従

って体内を循環する。体内を循環する薬は、からだの様々な部位

に運ばれ、薬の作用（効果）が発揮される。

（３）なお、中枢神経（脳）や胎児への薬の移行は選択的に行わ

れている。すなわち、中枢神経（脳）へは血液脳関門により薬の

移行が制御され、胎児へは血液胎盤関門により薬の移行が制御さ

れ守られている。その後、薬効をあらわした（仕事をした）薬は

尿や糞便、唾液、汗、乳汁などにより体外に排出される。

（４）上述したように、経口投与された薬は、主として小腸の粘

膜から吸収されるが、その後、全身循環に入る薬の量は、吸収さ

れた薬の量よりもはるかに少なくなる。これは吸収された薬物が

門脈を経て肝臓に入り、全身に循環する前に、肝臓内で部分的に
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代謝されるからである。これを「初回通過効果」という。

（５）薬物を投与する際は、こうした初回通過効果を考慮したう

えで投与量を決める必要がある。胃や十二指腸、小腸、大腸ある

いは直腸上部から吸収される薬は全て初回通過効果を受けるが、

口腔粘膜や直腸下部、皮膚から薬が吸収される場合や、注射など

の静脈内投与ではこのようなことは起こらない。
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